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主論文の要約  
Assessment of cerebrospinal fluid flow patterns using the time- 
spatial labeling inversion pulse technique with 3T MRI: Early 
clinical experiences. 
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【目的】time- spatial labeling inversion pulse 法（以下、Time-SLIP
法 ） は arterial spin labeling 法 を 元 に し 、 脳 脊 髄 液 を 選 択 的
inversion recovery パルスで内因性トレーサーとしてラベリングする
ことで、脳脊髄液動態変化を可視化できる MRI の撮影法である。 
今回、Time-SLIP 法の撮像条件として重要なパラメーターであ
る black blood time inversion pulse（BBTI）の至適値の検討を
行い、次に健常人と水頭症例における脳脊髄液動態変化の評価法
としての有用性を検討した。  
【対象および方法】対象は健常人 15 例（コントロール群）と MRI にて
中脳水道狭窄症が疑われた 5 例（水頭症群）である。最初にコントロ
ール群より、それぞれの BBTI 値における脳脊髄液と脳実質の信号変化
を評価し、至適 BBTI 値を決定した。次に両群で Time-SLIP 法にて描出
される中脳水道から第 3 脳室、中脳水道から第 4 脳室、第 3 脳室から
側脳室への脳脊髄液の flow の有無および第 4 脳室、側脳室内の脳脊髄
液の flow の移動距離と中脳水道と第 4 脳室の境界から閂、モンロー孔
から側脳室上壁までの距離の比を算出し、両群を比較検討した。  
【結 果】脳脊髄液と脳実質の良好なコントラストが得られる至適範
囲は BBTI=1800-4400 であった。コントロール群では全例、全領域に拍
動性に各脳室間を行き来する脳脊髄液の flow を同定できた。水頭症群
では、有意差をもって各領域の脳脊髄液の flow の低下、消失を認めた。
第 3 脳室開窓術を施行した 2 例では、術後に第 3 脳室から側脳室への
脳脊髄液の flow の回復を認めた。 
【考 察】Time-SLIP 法では BBTI 値による脳実質、脳脊髄内の信号変
化は一定の傾向を示すことが明確となり、撮影のための至適 BBTI 値を
得られた。また、Time-SLIP 法により健常人と水頭症群で各脳室間の
脳脊髄液動態に違いが見られたこと、水頭症群で第 3 脳室開窓術を施
行した症例で、術後に健常人と同様の状態に側脳室内の髄液動態が変
化したことは、Time-SLIP 法が簡便、非侵襲的に髄液動態変化を捉え
る撮像法であることを示唆している。  
【結 論】Time-SLIP 法は脳脊髄液動態変化を非侵襲的に捉えること
ができ、中脳水道狭窄の程度や水頭症の治療効果の評価法として期待
できる撮影法であると考えられた。  
